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机上演習モデル事業（平成31年度事業（千葉県））
１．演習の背景・目的

＜背景＞

 千葉県災害廃棄物処理計画（平成30年３月）において想定している３地震のうち、特に発生確率が高く、災害廃棄物発生

量が多い千葉県北西部直下地震に係る体制の強化が急務な状況である。

 県及び各市町村が策定した計画並びに県と市町村との連携体制について、発災初動期における混乱の中で適切かつ迅

速に災害廃棄物処理に対応できるような実効性の高いものとなっているか検証が必要である。

＜目的＞

 災害廃棄物処理計画の内容や県、支援自治体及び被災自治体の協力・連携の状況などについて、実効性を検証する。

２．演習の概要

＜対象災害＞

 千葉県北西部直下地震

＜対象自治体＞

 東葛・葛南ゾーン及び千葉中央ゾーンの自治体及び組合

＜対象フェーズ＞

 発災翌日～発災１週間程度

＜実施日＞ 両日程ともWeb開催

１回目：令和２年（2020年）２月９日（火）10：00～16：00 ※午前中は事前勉強会（講演）、午後は演習

２回目：令和２年（2020年）２月16日（火）13：30～16：30

ゾーン 自治体名

東葛･葛南ゾーン

野田市、流山市、松戸市、柏市、我孫子市、

鎌ヶ谷市、浦安市、市川市、船橋市、習志野市、

八千代市、柏･白井･鎌ケ谷環境衛生組合

千葉中央ゾーン 千葉市

３．演習の内容

Web上でファシリテーターから参加者に対して問いかけを行い、参加者が回答する形式（問答形式）

① 自区域内及び当該ゾーン内の被害の様相の把握・共有

② 対応すべき主な業務の確認

－被害状況の確認・報告

－住民への周知・広報

－生活ごみ・避難所ごみ・し尿の処理

－片付けごみへの対応、仮置場の設置・管理

③ 支援要請に当たり検討しておくべき事項の整理

④ 県内市町村間での連携体制構築に当たっての課題出し

※第１回は上記①②の一部、第２回は②の一部と③④を対象に実施



机上演習モデル事業（平成31年度事業（千葉県））
５．演習の詳細・進め方

事前資料の送付

事前勉強会

演習（１回目）

演習結果の整理
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演習（２回目）

事後資料の送付

事後資料・事前資料の送付

演習１回目の記録（チャット記録・発言概要）と事務局想定回答を共有

演習シナリオ（２回目）を事前送付（１回目と同様の狙い）

Webexのチャット機能を活用して演習を進行
テーマ③では、支援が必要となる業務を抽出し、各自治体の災害協定等

の情報も踏まえて支援要請先候補や調整事項について検討・整理

テーマ④では、連携体制構築に当たっての課題について、自組織の課題

や他自治体・千葉県に期待することについて検討・意見交換

演習シナリオ（１回目）を事前送付

（あらかじめ参加者に回答を考えていただく）

Webexのチャット機能を活用して演習を進行→入力は煩わしい一方、入力に当たり考え
が整理できてよかった、他自治体の考え

をチャットを通して確認できたことはよかっ

たとの回答が多数

テーマ①では、付与された情報や地図情報

を参考に職員の参集可否、自施設の被災の

程度等を踏まえ想定される課題を自治体ご

とに検討し、近隣での被害状況を把握・共有

テーマ②では、災害廃棄物対応について、

“総務”、“収集”、“処理（施設）”、“仮置場”

の４つの役割ごとに行動を確認

片付けごみ対応・収集運搬に係る受援体制

についての情報共有

 収集運搬支援を受けることに当たり
被災自治体に求められること

 片付けごみの個別回収への対応

チャット内にファシリテーターが問いかけ内容を入力↓
その内容を確認して参加者が回答を入力↓
ファシリテーターがその内容を確認し、

チャットに入力した内容について参加者に発言を依頼

参加者全員がチャット記録を見ながら演習を進行


